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・ ゲートの“確実な開閉”を実現するための設計マニュアル 

・ バリエーションに富んだ新しいゲート形式の創造と設計思想・設計方法をサポート 

・ 性能規定への流れおよびＳＩ単位系への移行に則した新要領 

【 主な内容 】 

ゲートの開閉装置は、ゲート設備の駆動・制御の中枢であり、ゲート設備の基本である“確実な開閉”

を実現するために設計上特に留意すべき構成要素の一つであります。一方、ダム・堰・水門等に対する

社会的要請も多様化してきており、従来のゲート形式・開閉装置形式にとらわれない新しい形式、アイ

デアが設計上要求される機会も少なくありません。 

ダム用ゲートの油圧式開閉装置に関する設計要領は、平成４年に当協会より発刊しました。その後 

７年が経過し、これまでに当協会が活動してきた新技術・異分野技術の動向調査、海外の油圧に関す 

る基準、施工例の分析調査などを反映させ、ダム用、河川用を問わない全ての設備を対象とした新た 

な油圧式開閉装置の設計要領にすると共に、ダム・堰施設技術基準（案）との関連条項を整理・整合さ

せ、また、巻末に設計計算例を載せ、実務での利便性を向上させるよう新たな設計要領としてとりまと

めたものであります。 
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